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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　異なる位置に設置される同じ構成の複数の照明装置であって、それぞれの照明装置は、
　複数のＬＥＤからなるＬＥＤ群と、
　該ＬＥＤ群のオン／オフの時刻データと設置位置に応じた複数の調光パターンのデータ
とを格納した記憶装置と、
　時刻データ及び位置データを出力する受信装置と、
　該受信装置で得られた前記時刻データで内部時計を校正し、該内部時計の時刻データと
前記記憶装置に格納した前記オン／オフの時刻データとの照合結果により前記ＬＥＤ群の
オン／オフを制御し、且つ前記受信装置で得られた前記位置データと前記記憶装置に格納
した前記複数の調光パターンとの照合結果により特定の調光パターンで前記ＬＥＤ群の調
光を制御するＬＥＤ制御装置と、
　を備えることを特徴とする照明装置。
【請求項２】
　異なる高度に設置される同じ構成の複数の照明装置であって、それぞれの照明装置は、
　複数のＬＥＤからなるＬＥＤ群と、
　該ＬＥＤ群のオン／オフの時刻データと設置高度に応じた複数の調光パターンのデータ
とを格納した記憶装置と、
　時刻データ及び高度データを出力する受信装置と、
　該受信装置で得られた前記時刻データで内部時計を校正し、該内部時計の時刻データと



(2) JP 6595271 B2 2019.10.23

10

20

30

40

50

前記記憶装置に格納した前記オン／オフの時刻データとの照合結果により前記ＬＥＤ群の
オン／オフを制御し、且つ前記受信装置で得られた前記高度データと前記記憶装置に格納
した前記複数の調光パターンとの照合結果により特定の調光パターンで前記ＬＥＤ群の調
光を制御するＬＥＤ制御装置と、
　を備えることを特徴とする照明装置。
【請求項３】
　請求項１に記載の照明装置において、
　前記記憶装置はさらに、設置位置に応じた複数の表示色パターンのデータを格納し、
　前記ＬＥＤ制御装置はさらに、前記受信装置で得られた前記位置データと前記記憶装置
に格納された前記複数の調光パターンとの照合結果により特定の調光パターンで、且つ前
記受信装置で得られた前記位置データと前記記憶装置に格納された前記複数の表示色パタ
ーンとの照合結果により特定の表示色パターンで、前記ＬＥＤ群の色表示を制御すること
を特徴とする照明装置。
【請求項４】
　請求項２に記載の照明装置において、
　前記記憶装置にはさらに、設置高度に応じた複数の表示色パターンのデータを格納し、
　前記ＬＥＤ制御装置はさらに、前記受信装置で得られた前記高度データと前記記憶装置
に格納された前記複数の調光パターンとの照合結果により特定の調光パターンで、且つ前
記受信装置で得られた前記高度データと前記記憶装置に格納された前記複数の表示色パタ
ーンとの照合結果により特定の表示色パターンで、前記ＬＥＤ群の色表示を制御すること
を特徴とする照明装置。
【請求項５】
　請求項１乃至４のいずれか１つに記載の照明装置において、
　それぞれの前記照明装置は電源を供給するのみで動作することを特徴とする照明装置。
 
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、複数のＬＥＤからなるＬＥＤ群のオン／オフ、調光、色表示などを制御する
照明装置に関する。
【背景技術】
【０００２】
　複数のＬＥＤを備えた照明装置を調光する場合、リモコン装置やコンピュータ装置など
の外部装置から入力したデータによって行う手法（例えば特許文献１）と、照明装置に内
蔵したタイマによって行う手法がある。
【０００３】
　前者の手法では、照明装置の調光が外部装置で管理される（例えば特許文献１）ため、
各ＬＥＤが正常に調光されたか否かを常に確認する必要があり、また外部装置が故障した
場合には照明装置の調光ができない。
【０００４】
　後者の手法では、タイマの基準時刻を定期的に補正する必要がある。例えば、タイマの
発振子としての水晶振動子の精度は１カ月で１５～３０秒ずれるため、例えば１日当たり
１秒のズレが生じとすると、長寿命なＬＥＤが１０年間稼働した場合では、３６５日×１
０年＝３６５０秒（１時間５０秒）のズレが生じるので、時刻補正は必須となる。
【０００５】
　そこで、照明装置の調光タイミングをＧＰＳ受信装置で行うものが提案されている（特
許文献２、３）。これは、照明装置にＧＰＳ受信装置を装備させて、そのＧＰＳ受信装置
で得られる時刻データを利用するものである。
【先行技術文献】
【特許文献】
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【０００６】
【特許文献１】特開２０１４－０７５２４４号公報
【特許文献２】特開２０１５－０６８１００号公報
【特許文献３】特開２００１－２０３０８３号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００７】
　ところで、テーマパークなどのように広い範囲にわたって実施されるイルミネーション
では、１１００万個を超えるＬＥＤが使用されている。このような広域にわたる場所で複
数の照明装置のオン／オフや調光制御を行う場合は、照明装置のそれぞれの設置場所に特
有のオン／オフや調光パターンが要求される場合がある。
【０００８】
　本発明の目的は、照明装置を複数個所に設置する場合に、設置場所や設置高度に応じた
オン／オフや調光／色表示のパターンを実現できるようにすることである。
【課題を解決するための手段】
【０００９】
　上記目的を達成するために、請求項１にかかる発明は、異なる位置に設置される同じ構
成の複数の照明装置であって、それぞれの照明装置は、複数のＬＥＤからなるＬＥＤ群と
、該ＬＥＤ群のオン／オフの時刻データと設置位置に応じた複数の調光パターンのデータ
とを格納した記憶装置と、時刻データ及び位置データを出力する受信装置と、該受信装置
で得られた前記時刻データで内部時計を校正し、該内部時計の時刻データと前記記憶装置
に格納した前記オン／オフの時刻データとの照合結果により前記ＬＥＤ群のオン／オフを
制御し、且つ前記受信装置で得られた前記位置データと前記記憶装置に格納した前記複数
の調光パターンとの照合結果により特定の調光パターンで前記ＬＥＤ群の調光を制御する
ＬＥＤ制御装置と、を備えることを特徴とする。
 
【００１０】
　請求項２にかかる発明は、異なる高度に設置される同じ構成の複数の照明装置であって
、それぞれの照明装置は、複数のＬＥＤからなるＬＥＤ群と、該ＬＥＤ群のオン／オフの
時刻データと設置高度に応じた複数の調光パターンのデータとを格納した記憶装置と、時
刻データ及び高度データを出力する受信装置と、該受信装置で得られた前記時刻データで
内部時計を校正し、該内部時計の時刻データと前記記憶装置に格納した前記オン／オフの
時刻データとの照合結果により前記ＬＥＤ群のオン／オフを制御し、且つ前記受信装置で
得られた前記高度データと前記記憶装置に格納した前記複数の調光パターンとの照合結果
により特定の調光パターンで前記ＬＥＤ群の調光を制御するＬＥＤ制御装置と、を備える
ことを特徴とする。
 
【００１１】
　請求項３にかかる発明は、請求項１に記載の照明装置において、前記記憶装置はさらに
、設置位置に応じた複数の表示色パターンのデータを格納し、前記ＬＥＤ制御装置はさら
に、前記受信装置で得られた前記位置データと前記記憶装置に格納された前記複数の調光
パターンとの照合結果により特定の調光パターンで、且つ前記受信装置で得られた前記位
置データと前記記憶装置に格納された前記複数の表示色パターンとの照合結果により特定
の表示色パターンで、前記ＬＥＤ群の色表示を制御することを特徴とする。
【００１２】
　請求項４にかかる発明は、請求項２に記載の照明装置において、前記記憶装置にはさら
に、設置高度に応じた複数の表示色パターンのデータを格納し、前記ＬＥＤ制御装置はさ
らに、前記受信装置で得られた前記高度データと前記記憶装置に格納された前記複数の調
光パターンとの照合結果により特定の調光パターンで、且つ前記受信装置で得られた前記
高度データと前記記憶装置に格納された前記複数の表示色パターンとの照合結果により特
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定の表示色パターンで、前記ＬＥＤ群の色表示を制御することを特徴とする。
【００１３】
　請求項５にかかる発明は、請求項１乃至４のいずれか１つに記載の照明装置において、
それぞれの前記照明装置は電源を供給するのみで動作することを特徴とする。
 
 
【発明の効果】
【００１４】
　本発明によれば、照明装置に電源を供給するのみで、内部時計の定期的なメンテナンス
を必要とせず、正確な時刻でＬＥＤ群のオン／オフが行われる。またこの照明装置は、そ
れが設置される特定の位置や特定の高度に応じた独自のパターンで調光や表示色を実現で
きる。
【図面の簡単な説明】
【００１５】
【図１】本発明の実施例の照明装置のブロック図である。
【発明を実施するための形態】
【００１６】
　図１に本発明の１つの実施例の照明装置１００を示す。この照明装置１００は、複数の
ＬＥＤからなるＬＥＤ群１０と、該ＬＥＤ群１０のＬＥＤの制御パターンを格納した記憶
装置２０と、時刻データ、位置データ及び高度データを出力するＧＰＳ受信装置３０と、
ＧＰＳ受信装置３０で得られた時刻データ、位置データ及び高度データに基づき記憶装置
２０からＬＥＤの制御パターンを読み出してＬＥＤ群１０を制御するＬＥＤ制御装置４０
とを備える。
【００１７】
　ＬＥＤ群１０は、赤色ＬＥＤ、緑色ＬＥＤ、青色ＬＥＤを含んカラー再現可能に構成さ
れ、一斉的なオン／オフ、異なった明るさを実現する調光、異なった色を実現する色表示
などが可能となっている。
【００１８】
　記憶装置２０に格納されるＬＥＤの制御パターンには、ＬＥＤ群１０の全体のオン／オ
フの時刻データ、時刻データ／位置データ／高度データに応じた複数の調光パターン（０
％～１００％）、時刻データ／位置データ／高度データに応じた複数の表示色パターンな
どが格納されている。複数の表示色パターンとしては複数の単色のパターンの他に複数の
色模様のパターンも含まれる。
【００１９】
　ＧＰＳ受信装置３０は、ＧＰＳ衛星からの電波を受信して、現在の時刻データ、照明装
置１００が設置されている場所の位置データ、照明装置１００が設置されている場所の高
度データなどを演算して出力する。
【００２０】
　ＬＥＤ制御装置４０は、ＧＰＳ受信装置３０で受信された時刻データに応じて内部時計
を定期的に校正する。また、
　（ａ）現在時刻に応じて
　（ｂ）現在位置に応じて
　（ｃ）現在高度に応じて
　（ｄ）現在位置と現在高度との組み合わせに応じて
それぞれＬＥＤ群１０のオン／オフ、調光、色表示などを制御する。
【００２１】
　（ａ）の場合は、ＧＰＳ受信装置３０で得られた時刻データで校正された内部時計の時
刻データが記憶装置２０に予め格納されているオン時刻データに合致したときに、ＬＥＤ
制御装置４０がＬＥＤ群１０を点灯させ、あるいはオフ時刻データに合致したときにＬＥ
Ｄ群１０の点灯を終了させる。
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【００２２】
　ＬＥＤ群１０の点灯中において、内部時計の現在時刻データが、記憶装置２０に格納さ
れている複数の調光パターンや複数の表示色パターンのうちの特定の調光パターンや特定
の表示色パターンを選択する時刻データと合致することが、照合結果で得られたときは、
ＬＥＤ制御装置４０が当該特定の調光パターンや当該特定の表示色パターンを選択して、
ＬＥＤ群１０の調光や色表示を制御する。これにより、時間ごとに異なる調光パターンや
表示色パターンを実施できる。
【００２３】
　（ｂ）の場合は、ＬＥＤ群１０の点灯期間において、ＧＰＳ受信装置３０で受信した位
置データが、記憶装置２０に格納されている複数の調光パターンや複数の表示色パターン
のうちの特定の調光パターンや特定の表示色パターンを選択する位置データと合致するこ
とが、照合結果で得られたときは、ＬＥＤ制御装置４０が当該特定の調光パターンや当該
特定の表示色パターンを選択してＬＥＤ群１０の調光や色表示を制御する。
【００２４】
　この結果、異なる場所に設置された全く同じ構成の複数の照明装置１００のＬＥＤ群１
０を、当該設置場所に関連した独自の調光パターンや独自の表示色パターンで調光／色表
示することができる。この表示は電源を供給するのみで自動的に外部制御なしで実施する
ことができる。また、広告を表示した宣伝カーの広告照明に本実施例の照明装置１００を
利用した場合は、その宣伝カーが走行する地域に応じて自動的に調光や色表示を行わせる
ことができる。
【００２５】
　（ｃ）の場合は、ＬＥＤ群１０の点灯期間において、ＧＰＳ受信装置３０で受信した高
度データが、記憶装置２０に格納されている複数の調光パターンや複数の表示色パターン
のうちの特定の調光パターンや特定の表示色パターンを選択する高度データと合致するこ
とが、照合結果で得られたときは、ＬＥＤ制御装置４０が当該特定の調光パターンや当該
特定の表示色パターンを選択してＬＥＤ群１０の調光や色表示を制御する。
【００２６】
　この結果、異なる高度に設置された全く同じ構成の複数の照明装置１００のＬＥＤ群１
０を、当該設置高度に関連した独自の調光パターンや独自の表示色パターンで調光／色表
示することができる。例えば、高層ビル、大きな橋、鉄塔などに設置すると、電源供給の
みで所定の時間ごと所定の高度ごとに独自の調光／色表示を実施できる。
【００２７】
　（ｄ）の場合は、ＬＥＤ群１０の点灯期間において、ＧＰＳ受信装置３０で受信した位
置データと高度データが、記憶装置２０に格納されている複数の調光パターンや複数の表
示色パターンのうちの特定の調光パターンや特定の表示色パターンを実施する位置データ
及び高度データと合致することが、照合結果で得られたときは、ＬＥＤ制御装置４０が当
該特定の調光パターンや当該特定の表示色パターンを選択してＬＥＤ群１０の調光や色表
示を制御する。
【００２８】
　この結果、照明装置１００は設置位置と設置高度とによって選ばれた独自の調光パター
ンや独自の表示色パターンで調光／色表示される。このときも、電源を供給するのみで自
動的に外部制御なしで実施することができる。
【００２９】
　以上の（ｂ）、（ｃ）、（ｄ）において、調光パターンや特定の表示色パターンの選択
に時刻データも合わせて用いるようにすれば、（ｂ）の場合は時刻データと位置データに
応じて、（ｃ）の場合は時刻データと高度データに応じて、（ｄ）の場合は時刻データと
位置データと高度データに応じて、それぞれ選択された独自の調光パターンや独自の表示
色パターンで調光／色表示を実施することができる。
【００３０】
　以上から本実施例の照明装置１００によれば、その照明装置１００に電源を供給するの
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みで、内部時計の定期的なメンテナンスを必要とせず、正確な時刻でＬＥＤ群１０のオン
／オフが行われる。また照明装置１００は、特定の時刻、特定の位置、特定の高度などに
応じた独自のパターンで調光や表示色を実現できる。
【００３１】
　なお、ＧＰＳ受信装置３０はこれにかぎられるものではなく、ＧＰＳ受信装置３０が出
力できる信号と同様な信号を出力できる受信装置であれば、別の受信装置でも使用するこ
とができる。
【符号の説明】
【００３２】
　１００：照明装置
　１０：ＬＥＤ群、２０：記憶装置、３０：ＧＰＳ受信装置、４０：ＬＥＤ制御装置
 

【図１】
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